
研究の成果

超微粒ミストを用いた夏期高温対策技術を開発

トマトでは、年内の可販果収量が無処
理より50％増え、バラでは、夜間冷房
(23℃)と組み合わせると、無遮光でも
40％増収し、品質も向上しました。

花壇苗では、多くの種類で出荷期が約
１ヶ月前進し、これまできなかった夏期
の作付が可能となります。

（園芸研究部）

超微粒ミスト（粒径14～17μm）を用
いたランニングコストが安い夏期高温対
策技術を開発しました。

超微粒ミストは植物を濡らすことがな
いため、連続噴霧することができ、温室
内の気温を４～７℃ 、均一に下げるこ
とができます。
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本研究は農林水産省実用技術開発事業で実施しました。
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トマト可販果収量の比較
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バラ：無遮光でも
花弁焼け・葉焼け
を起こさない。

花壇苗(プリムラ)
ミスト(左)慣行(右)


